
ニッポンの
ものづくりに、
安全を超えた安全を。

第9回 製品安全対策優良企業表彰
概要と総括



1. 平成27年度 受賞企業・団体

2. 表彰事業の概要

3. 審査基準 4つの視点

4. 受賞のポイント

5. 応募受賞企業組織の声

目次

2016年2月 製品安全対策優良企業表彰事務局

1



１．平成27年度 受賞企業・団体

第９回 製品安全対策優良企業表彰



2

平成27年度 受賞企業・団体

経済産業大臣賞
 株式会社バンダイ

商務流通保安審議官賞
 パラマウントベッド株式会社
 日立アプライアンス株式会社

大企業 製造・輸入事業者部門 中小企業 製造・輸入事業者部門

大企業 小売販売事業者部門 中小企業 小売販売事業者部門

特別賞

経済産業大臣賞
 株式会社相田合同工場

商務流通保安審議官賞
 有限会社栄工業
 株式会社シナノ

優良賞
 東洋羽毛株式会社
 ファイン株式会社

経済産業大臣賞
 株式会社イトーヨーカ堂

商務流通保安審議官賞
 パナホーム株式会社

優良賞
 ダイアナ株式会社

 株式会社ダスキン

経済産業大臣賞
 奈良日化サービス株式会社

 一般財団法人電気安全環境研究所
 一般社団法人日本ガス石油機器工業会
 ヤマトマルチメンテナンスソリューションズ株式会社



2．表彰事業の概要
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製品安全対策優良企業表彰とは

経済産業省が、企業や団体の、製品安全への

優れた取組を募集し、表彰する制度です。

●社内のルールや仕組みの元で、実際に行われている取組を重要視します。

●製品自体の安全性を評価するものではありません。

審査のポイント

製品安全を確保するための体制を審査するとともに、
特に優れた取組に重点を置いて審査します。
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審査における考え方

●人が作る以上、事故はゼロにならない
（人は必ずミスをする）

●事故が起きた後に、消費者の立場に立って、
真摯にスピーディーに対応することが大切

過去の製品事故やリコールなどの有無は問いません。

事故やトラブルの経験を糧に、どのように取組を改善したか、

どのように体制を整備しているかなどを確認します。



3．審査基準 4つの視点
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審査基準 -４つの視点-

安全な製品を
製造・輸入（仕入・販売）

するための取組

製品を安全に
使用してもらうための取組

出荷後に安全上の問題が
判明した際の取組

製品安全
文化構築への取組

※ 平成24年4月1日から審査時点までの約3 年間の製品安全に対する取組を
評価対象期間とします。

視点1 視点2

視点4視点3
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審査基準 -２つの視点(特別賞)-

製品の安全を
確保・支援するための取組 製品安全文化構築への取組

視点1 視点2



4．受賞のポイント
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受賞のポイント（製造・輸入事業者）

安全な製品を
製造・輸入（仕入・販売）

するための取組

製品を安全に
使用してもらうための取組

出荷後に安全上の問題が
判明した際の取組

製品安全
文化構築への取組

使用者情報
の収集分析

本質的
安全設計の

取り組み

サプライヤー
表彰制度

新技術
採用による
安全性向上 利用者行動

分析で
ニーズ把握

リスクアセス
メント手法
開発と運用

最悪事態を
想定した
試験実施

社外との
連携強化

安全自主
基準の策定

社内啓発
活動の推進

他業種との
製品安全
文化醸成

サプライ
チェーン全

体の協力体
制

製品安全文
化継続の
取り組み

地域と協力
した啓発

活動

安全設計
明確化と

徹底

安全な
使い方の
情報提供

製品安全を
向上する
品質基準

顧客との
コミュニケー
ション確保

業界全体で
の安全性

向上

経年劣化を
考慮した
品質管理

弱者向けの
製品開発

視点1 視点2

視点4視点3
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受賞のポイント（小売販売事業者）

取引先の
適正評価

グループ企
業の品質
基準構築

納入・施工
業者の

管理徹底

業界全体の
安全レベル
をリード

自社・取引
先の人材

育成

苦情処理
情報の

有効利用

安全性重視
の商品化

顧客との双
方向コミュニ
ケーション

使用者視点
による取扱
製品選定

使用者への
丁寧な安全
情報提供

加盟店含め
た情報共有
と人材育成

家庭向け総
合メンテナン
スサービス製品エンド

ユーザーへ
の情報提供

事故発生
情報の

全社共有

安全な製品を
製造・輸入（仕入・販売）

するための取組

製品を安全に
使用してもらうための取組

出荷後に安全上の問題が
判明した際の取組

製品安全
文化構築への取組

視点1 視点2

視点4視点3

リスクアセス
メントによる
リコール判

断



5．応募受賞企業団体の声
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応募・審査を受けた企業・団体の声

 申請時の設問が製品安全全般にわたっているため、

自社の取り組み全体を再確認することができた。

 現在求められる製品安全の要件について初めてわ

かり、自社の不足点を認識することができた。

 ヒアリング調査において質問をいただいたことで、製

品安全文化に必要とされることがわかりました。

 4つの視点に基づき考えることで、製品安全の取り

組みを体系的に整理できました。
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受賞企業・団体の声（受賞メリット）

 社員の製品安全に対する意識が高まった！

 社員の製品安全スキルが高まった！

 社員が更に製品に愛着を持つようになった！

 外部からの講演依頼を受けた！

 お客様からの信頼を大きくすることに繋がった！

 工場の安全性向上にも取り組み始めた！



ご清聴ありがとうございました！
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お問い合わせ先
製品安全対策優良企業表彰事務局
（㈱アサツー ディ・ケイ内）

Email:info-ps-award@meti.go.jp
www.meti.go.jp/product_safety/ps-award


